
編
集
室

　

新
入
生
の
み
な
さ
ん
、
ご
入
学
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
い
よ
い
よ
大
学
生
活

が
は
じ
ま
り
ま
す
。
さ
ぞ
や
、
期
待
に
胸

を
大
き
く
膨
ら
ま
せ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ

う
。

　

法
曹
や
公
認
会
計
士
、
税
理
士
、
そ
れ

に
公
務
員
な
ど
の
公
職
を
目
指
す
人
。
ゼ

ミ
で
の
研
究
を
視
野
に
入
れ
て
い
る
人
。

サ
ー
ク
ル
活
動
に
没
頭
し
た
い
と
考
え
て

い
る
人
…
。
具
体
的
に
構
想
し
て
い
る
人

が
い
る
一
方
で
、
何
を
し
た
い
か
は
こ
れ

か
ら
考
え
る
と
い
う
人
も
い
る
こ
と
で

し
ょ
う
。
こ
ち
ら
の
〝
未
定
組
〞
の
方
が

大
多
数
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
キ
ャ
ン
パ
ス
・
ラ
イ
フ
を
描

こ
う
と
考
え
て
い
る
人
に
、
ひ
と
つ
提
案

学生記者が取材・編集する大学広報誌

が
あ
り
ま
す
。
興
味
・
感
心
を
持
っ
た
ら

「
何
で
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
す
る
と
い
う
こ

と
で
す
。

　

面
白
そ
う
だ
な
、
と
思
っ
た
ら
、
問
い

合
わ
せ
を
す
る
。
そ
こ
に
足
を
運
ぶ
。
人

に
会
っ
て
話
を
聞
く
。
そ
し
て
体
験
し
て

み
る
。
自
ら
動
け
ば
何
か
を
与
え
て
く
れ

る
、
何
か
が
得
ら
れ
る
の
が
大
学
で
す
。

逆
に
動
か
な
け
れ
ば
、
大
し
た
も
の
は
得

ら
れ
な
い
で
し
ょ
う
。

　

何
で
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
や
り
き
っ
て

後
悔
し
な
い
こ
と―

。
こ
れ
が
充
実
し
た

大
学
生
活
を
お
く
る
秘
訣
で
あ
る
こ
と
を

先
輩
た
ち
が
実
証
し
て
い
ま
す
。
前
号
の

「H
akum

on

ち
ゅ
う
お
う
」
早
春
号
に

先
輩
た
ち
が
お
く
っ
た
大
学
生
活
を
特
集

し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
読
ん
で
、
キ
ャ
ン

パ
ス
・
ラ
イ
フ
を
描
く
参
考
に
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。 

（
入
学
企
画
課　

伊
藤
博
）
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雲上電脳奉仕
　日本人にとって「目玉焼き」は、目玉を焼くので
はなく卵を焼くことがわかる。外国人にはグロテス
クな比喩といえる。比喩(メタファ・アナロジー )は、
意味論では未知の概念を理解するために用いられる。
先端を行くIT世界でも比喩が大好きである。ソフト
ウェアや情報システムは抽象的な機能であるから、
それを説明するために比喩を用いる。例えば、ユビ
キタスという情報システムの比喩。元はラテン語で、
その概念は、神は目に見えないが普遍的存在である
ことを意味する。ITのユビキタスでは、神に代わり
コンピュータがネットワークで結ばれて目に見えな
い普遍的存在になり、日常社会の様々な分野におい
て人間に奉仕する。漢字熟語で表せば、「雲上人的電
脳網」となるだろう。漢字の概念力は実に素晴らし
いのだが、IT世界ではまったく人気がない。天空の
対象を比喩したものに共通するキーワードは「雲」
である。昔から情報処理技術ではネットワークとい
う情報システムを「雲」に喩えて雲図によって示し
てきた。インターネットが登場して世界規模の情報
システムの連合体が実現されて、その姿を雲の巣
(Web)と呼ばれるようになったが、蜘蛛の巣を図解
することはない。Webも結局のところ「雲図」で示
される。
　この雲図で示される「雲上電脳奉仕」が次世代の

ITパラダイムになる。その英語名はクラウド・コン
ピューティング(サービス)である。あらゆる情報処
理をインターネットの向こう側「クラウド(Cloud)」
にあるネットワーク・コンピュータに分散委託処理
させる。利用者は、その雲にプログラムとデータの
全てを預けておく。ネットの向こうにサービスだけ
が見える情報システムとも見做せる。利用者のパソ
コンはデータ保管の必要もないから身軽になり、何
処からでも同じ情報処理サービスを受けることがで
きる。高価なワードや表計算などのアプリケーショ
ンを購入する必要もない。インターネットの最低
限の接続環境であるパソコンとブラウザだけを用
意する。サーバやデータの保守の煩雑さから解放
される。既に実現されているものは、Google App 
EngineやAmazon Web Servicesがある。彼らは「雲
上電脳奉仕」の特色として3つの概念を与えた。こ
れは英語の概念力によるもので、SaaS(Software-
as-a-Service)、PaaS(Platform-as-a-Service)そ し て
IaaS(Infrastructure-as-a-Service)という略語で示され
る。「雲上電脳奉仕」(クラウド・コンピューティング)
は、パソコン・ソフトを独占してきたマイクロソフ
トの時代を終わらせ、IT業界の大再編を引き起こす。
そして人々の働き方を変え、人々の考え方を変える。
大学では、ITセンターやデジタルライブラリ、パソ
コン教室などを構築する必要もなくなるだろう。た
だし、無線付携帯用パソコンは、電脳教科書や電脳
帳面として学生の必須アイテムとなる。その昔、そ
れを「動的電脳図書」(DynaBook)と呼んだ。　

広報委員　斉藤　孝（文学部教授）
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